令和６年●月●●日
公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター

理事長 　田　村 　哲　夫　　様
＊＊＊＊＊＊学校
校長 ＊＊＊＊＊
（公印）

文部科学省委託　令和６年度新時代の教育のための国際協働プログラム
初等中等教職員国際交流事業「中国政府日本教職員招へいプログラム」への
教職員の派遣について（推薦）
標記の件につきまして、下記のとおり推薦いたします。

記
１．推薦する教職員（プログラム申請者）
本　校　（役職）　（推薦する教職員の氏名を記載）
２. 推薦する理由

３．特筆すべき教育実践や国際理解・国際交流推進等の実績（被推薦者に関わる内容を含む）

４．被推薦者に対する支援体制（プログラム期間中やプログラム参加後について）（※※）
５. 選考結果送付時の連絡先
	
	推薦者
	被推薦者（申請者）

	名前：
	
	

	所属・役職：
	
	

	Email：
	
	


以上

[image: image1]
[image: image2.emf]【推薦書の作成にあたって】   （※） 行が足りない場合には、行を追加してご利用ください。   （※ ※ ） 被推薦者 （申請者） に対 して、 プログラム参加にあたっての支援体制 の具体が何である か、加えて、 プログラム後 に 被推薦者が 成果 を 還元 する 機会 や実践の場 の 提供 ・確保 、 成果の 発揮 に向け た 被推薦者に対する エンパワーメント やバックアップ など、 具体的な支援が 何であ るか 、 どのように支援 できるか 等 を 記述 してください。     ○ 成果還元の例：  

対象者（裨益者）  想定される機会・ 実践の 場など  

児童生徒  朝礼、全校集会、学年集会、教科指導 （授業） 、クラブ活動、有志 の活動、 学級通信、 掲示、展示、図書館、教材開発、校外学習、修 学旅行、見学旅行・・・  

教職員  朝礼、全校 ・ 学年集会、職員会議、 校内 研修会、定例会議、勉強会・・・  

地域コミュニティー  PTA 、保護者会、公民館での生涯学習会・・・  

その他 教育関係者  教育委員会主催の研修、 国・ 都道府県主催の研修、国際的な会議 、 国内外学会発表、論文投稿 ・・・  

一般  学校ホームページ、学校 SNS 、学校通信 、新聞、ラジオ、テレビ ・・・  

  ○ 被推薦者に対する エンパワーメント やバックアップ の例 ：     ・被推薦者に対するアドバイス     ・プログラムに参加しやすい環境づくり（突発的、緊急的事案発生時の代役確保、教員間のコ ーディネートなど）   ・挑戦しやすい環境づくり（ 成果 発表や クリエイティブな教育 実践の 機会提供、 時間確保、 教 員間のコーディネート、クリエイティブな実践の応援 、柔軟なカリキュラム編成 など）     ・心理的安全性の確保 、相談しやすい環境づくり     ・同僚性、協働性のある 体制 づくり  

